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Pb (N03) 2 Ba (N03) 2 Sr (N03) 2 を室温で C06~ からの T 線で照射を行なうと O2- O2+ N02 等の E. S. 

R 吸収を示し， 335mμ にピークを持つ光吸収を示す。

此の研究によって O2- N02 は N03 - vacancy 中で回転している事がわかった。

さらに G CN02-J の値と E. S. R. 吸収波形の温度による変化及び此れ等のセンターの消える温度と

の関係について研究を行なった。

論文の審査結果の要旨

現在までは Pb Ba Sr の硝酸塩単結晶が放射線を受けて起る変化の機構は明らかにされていなかった。

野垣内君の論文は Pb(NOg) 2 Ba (N03) 2 Sr (N03) 2 の単結品に Co60 からの T 線を 105-108r 照射す

ると紫外部に光吸収を生じ， E. S. R. にも吸収が起って unpaired electron が結晶内に生じた事をたし

かめた。また結品内に生じた N02 - イオンは水溶液にしてからの光吸収によりその濃度を測定し G[N02 -J

値を測定し， E. S. R 吸収等との関係を論じたものである。

E. S. R 吸収より T 線照射により生じた N02 は N03 - イオンの結晶内においてしめる位置で 1 個の

酸素がはずれたような 3 個の状態の聞を常に変じつつある拝が見出された。

O2ーイオンも同じように N03ーの vacancy 内で三つの位置を常に変じつつある事が見出され， O2 イ

オンの二個の酸素原子を結ぶ軸方向の g テンソノレの主値が測定された。

Pb(NOg)2 では g二 2.0482

Ba(N03)2 では g=2.0804

Sr(N03)2 では g=2.0731
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335mμ に最大値を持つ光の吸収は温度を次第に上げ、て行くと消える。その温度は Pb(N03)2 では OOC

近く Ba(N03)2 で 40 0C Sr (N03) 2 で 200 0C となる。同じく O2+ イオンのE. S. R 吸収の消える温度

は Pb(N03)2 は 60 0C Ba(N03)2 は 170 0C Sr (N03) 2 は 260 0C となっている。共に Pb， Ba, Sr の }I買に

高くなっている。 O2- イオンのE. S. R. 吸収の半値巾はがC で測定した時 Pb(N03)2 は 10 Gauss Ba 

(N03) 2 は 7 Gauss Sr (N03) 2 は 2.5 Gauss と Pb， Ba, Sr の順にせまくなっている。

GCN02-J の価は Pb(N03)2 で 3.79 Ba(N03)2 で 1.66 Sr(N03) 2 で 0.53 とこの!唄に小さくなってい

る。

これらの事より GCN02-J 値が大きい事はこわれやすい事で他のラジカノレの消えやすさと同じ傾向を示

す。

E. S. R. 吸収の半値巾から結品の歪の受けやすさと GCN02-J 値とも関係のある事がわかった。

以上のようにこの論文は二価の硝酸塩の放射線損傷の機構にたいし新しい知見を加えたものであり理学

博士の論文として十分価値のあるものと認める。
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